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事例① 阪急宝塚線 服部踏切 （大阪府豊中市服部元町）
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平成22年11月 阪急電鉄宝塚線 服部踏切（府道豊中吹田線）にて試験設置
（踏切端から70㎝の位置に設置⇒歩行者と交錯し危険）

平成23年12月 阪急電鉄宝塚線 服部踏切にて利用者の意見を踏まえ、設置位置を改善
（踏切端から30㎝の位置に設置）

【選定理由】 バリアフリー法の生活関連経路に指定
（阪急宝塚線服部駅と豊中市立障害福祉ｾﾝﾀｰを結ぶ経路で一人歩きの視覚障がい者も多い）

踏切横断歩行者数が約2万人と府内で2番目に歩行者数が多い踏切を選定



事例② 南海本線 二色浜４号踏切 （大阪府泉佐野市鶴原）

南海鶴原駅

二色浜４号踏切

■二色浜４号踏切（大阪府泉佐野市鶴原）

平成26年3月 南海本線二色浜４号踏切に設置
（服部踏切での効果検証で好評であり、他の踏切における設置を検討）



事例③ 南海本線 樽井５号踏切 （大阪府泉南市樽井）

平成26年3月 南海本線樽井５号踏切に設置
（服部踏切での効果検証で好評であり、他の踏切における設置を検討）

■樽井５号踏切（大阪府泉南市樽井）
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事例④ 阪急箕面線 箕面学校裏踏切 （大阪府箕面市）

・平成27年9月 阪急電鉄箕面線 箕面学校裏踏切（市道中央線）にて設置。
（踏切端から30㎝の位置に設置）

【選定理由】
• 箕面市役所と牧落駅を結ぶ特定道路に指定されている踏切
• 箕面市障害者福祉会から踏切内に視覚障害者用誘導標示の設置要望がある箇所

牧落駅

箕面学校裏踏切

桜井駅



事例⑤ 近鉄橿原線 郡山第2踏切 （奈良県大和郡山市）

令和4年4月25日 目の不自由な女性が電車と接触して死亡する事故が発生
令和4年6月8日 対策として踏切内にエスコートゾーンを設置

（歩行者の動線として道路の両端に歩道等に設置する視覚障害者誘導用ブロック
とは異なる形式の誘導表示を設置）

• 設置事例のあるコンクリート版への設置ではなく、合成ゴム製の踏切版への設置
• 樹脂製の誘導ブロックと合成ゴム版の接着の相性が悪く、様々な接着剤の試験施工を実施
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近鉄橿原線 郡山第２号踏切（大和郡山市）における視覚障害者誘導対策

■郡山第２号踏切の経過状況

R4.4.25 目の不自由な女性が電車と接触し、死亡する事故発生

5.24 市が踏切手前部に点字ブロック設置

6. 8 市が踏切内に視覚障害者誘導用点字シートを設置

7.21 22 市パトロールにて剥離を確認（３枚）
※パトロールは、１～２日に１回実施

8.17 剥離箇所を補修（当初とは別の接着剤にて補修）

8.18 ゴム製踏切版における付着性試験を実施
①プライマー塗布後、As用接着剤にて貼り付け
②As用接着剤のみで貼り付け

⇒硬化後（20h後）の付着状況から、
プライマー塗布の必要性を確認

①一定の付着があった
②容易に剥がれた

R5.1.10 ゴム製踏切付着実験で、一定の付着力がある貼付方法を確認
【試験内容】

①プライマー塗布後、As用接着剤にて貼り付け
③樹脂系補修剤（近鉄提案）にて貼り付け

⇒１週間後、接着試験を実施
①：付着力1.2N/mm2
③：付着力0.3N/mm2

※一般的に1.0N/mm2以上あることが望ましい。

2.13 市パトロールにて剥離を確認（２枚）

（R4.7.21,22とは別の箇所）

2.23 ゴム製踏切付着実験での貼付方法①にて補修
剥離確認（R5.2.13)

補修完了（R5.2.23)
〔プライマー塗布後、シート設置〕

大和郡山市

←北

0722.剥離確認箇所

0721.剥離確認箇所

0722.剥離確認箇所（アップ）
少し力を加えただけで半分ほど剥離
したので撤去。

0206.剥離確認
（近鉄郡山駅側）



事例⑥ 阪急伊丹線 新伊丹踏切（兵庫県伊丹市）

令和4年8月20日 （踏切内） 幅45㎝のエスコートゾーン用点字シート設置
（踏切外） 既定点字ブロック部分更新

施行前

施工後

施工箇所

新伊丹駅

兵庫県伊丹市梅ノ木２丁目地先

 

施工主体 ： 伊丹市
費用負担 ： 道路管理者
施工日時 ： ８月２０日 朝０時１５分 ～ ３時４０分
施工内容 ： （踏切内） 点字シート設置 （幅45㎝のエスコートゾーン用点字シート）

（踏切外） 既設点字ブロック部分更新

新伊丹踏切



事例⑦ 南海高野線 大阪狭山市１号踏切（大阪府大阪狭山市）

令和4年12月1日 市の身体障害者福祉協議会から設置の要望を受け、
歩車分離されている踏切道へ設置 （金剛１号踏切道においても調整中）

大阪狭山市１号踏切



事例⑧ JR和歌山線 南馬場踏切（奈良県香芝市）

南馬場踏切

令和5年2月17日 特定道路の指定がある国道165号で、地域の視覚障害者団体の体験会や、
ご意見等を踏まえて、踏切内誘導表示を設置



事例⑨ 近鉄大阪線 二上第９号踏切（奈良県香芝市）

令和5年2月14日 特定道路の指定がある国道165号で、地域の視覚障害者団体の体験会や、
ご意見等を踏まえて、踏切内誘導表示を設置

二上第９号踏切



○ 香芝市では、踏切道内及び周辺における視覚障がい者誘導用ブロック・エスコートゾーンの整備方針
について、検討するための場を設置

香芝市踏切道における視覚障がい者誘導用ブロック整備方針会議

当事者団体 公共団体等 鉄道事業者

香芝市身体障害者福祉協会

光友会

近畿運輸局バリアフリー推進課・奈良運輸支局

近畿地方整備局奈良国道事務所

奈良県警察本部

奈良県

香芝市社会福祉協議会

香芝市

西日本旅客鉄道㈱

近畿日本鉄道㈱

２．構成

３．整備の方針（案）

① 「道路の移動等円滑化に関するガイドライン」に基づき整備

② 他市町村・他府県の先進事例を参照し整備

③ 踏切道内エスコートゾーンの整備方法の検討【当事者意見の聴取】

４．模擬体験の様子

１．日時 令和４年８月３０日（火）１４時～１５時３０分
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